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本図臆説明書は，北海道開発庁の委嘱によ 9 ，嘱託酒匂純俊に

担当忌せて調査結果を取纏めたものであるが，委嘱の時期が 9 月

で調査日数には著しく制約を受けた。しかも本年度内に出版する

よう依頼忌れたのであ ¢o

乙のように，本図幅は最悪の状件のもとに作成を余儀なく忌れ

たため，不満足な点が多々あ 9 ，その一部には再検討あるいは再

調査を要するものもあるかと考えるが，一先ず印刷に移して一般

の要望に添う乙ととした.

昭和 27 年 3 月

北海道地下資源調査所長 佐野正夫
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奥士別国幅説明書

はしがき

本図幅は，北海道開発庁の委嘱により昭和 26 年 9 月より 11 月にわたり約

50 日間，北海道学芸大学札幌分校助教授浅井宏，北海道大学助教授小林英夫

同大学院特別研究生魚住悟の諸氏の協力をえて行った調査の結果つくられた

ものである。

との地方は，北海道北部にあっては稀にみる各種深成措類の特集する区域

として，また各種の鉱床の賦存ずる区域として，古くから注目されてきたの

であった。しかし，地質調賓の行われる機会に乏ししわやかに大平安の天
耳障

塩川沿いの深成京-類に関する調奈研究と，その後との地方に関連のある調査

ニ#マ ** 毒事*
として，似峡東方の奥士別鉱山ゐよび下川鉱山の鉱床学的研究を主にした調

査報文があげられるにすぎない。とれらの他，二三の地質及び、鉱床に関する

未発表の調奈は行われているが，小範囲に限られ， との地域全体に関する地

質の全貌は殆んど不明のまま現在 i亡至っている。

今回の調奈はその期間が極めて短かく，意に満たない点が多々あるが，一

応全地域にわたって概観するととが出来たのでととに取り纏めて報告する次

第である。

言邸主に先だち， との調奈 iこ協力の労を情まなかった，浅井，小林，魚住の

三氏に満膝の謝意を表し，それぞれの調奈担当地区を明記するものである。

事大平安: 天盟図上士別地方の地質及び岩石，地質畢雑誌，第 36 巻(昭和 4 年〉

料 一杉武治: 天盟図上川郡奥士別鏑山附近の地質立立に岩石，北大理地卒論 No.174

〈昭和 21 年〉

判事番場猛夫: 天盟国上川郡三菱新下川錬山地質調査報文，北大理地卒論 No.167

〈昭和 21 年〉



浅井 宏一一上士別村全域

小林英夫一一奥士別登和里間北部械

魚住 悟ーーベンケヌカナンフ。川流域

調査に当り現地に立会いて多くの便宜を与えられた奥士別営林署員の各位，

ならび、に調義助手として助力された北海道大学の杉山清蔵氏Ie厚〈感謝の意

を表するo

なゐ，本図幅の作成は，本図幅地域を含む北海道中軸地帯，すなわち日高

帯を研究対象とする北海道大学地質学鉱物学教室内日高研究グループにゐけ

る団体研究の討論に基づくととろが多かった。ととに同研究グル戸フ。の各位

に深〈御礼を申し上げる。

第 1 章位置及び交通

との図隔の占める地域は，北緯 44 0ー--44°10' 東経 142 3ー0'--142°45' の範囲

であって，旭川市の東北方約 40 粁，天塩川の上流地方に当っている。図柄地

域内の東部地区は、上川郡朝日村〈昭和 25 年に上士別付より分村)，阿部地区

は上士別付，南部地区は愛別村の一部 Ie ，それぞれ含められている。図隔地

域の最も大きい付落は奥士別市街地であり，朝日村役場ゐよび営林署の所在

地で周辺農地の中心とたっている。奥士別市街地より奥地は殆んど未電化の

状態であり，開拓地の域を出ていないが，それにも拘らす τ，それぞれの河川
傘

の上流部には戦後新たに開拓者が入植し，開墾がすすめられている。

奥士別市街へは，宗谷本線士別駅から上士別を経てパスゐよび、軌道が通じ
ニザマ

てむり，パスはさらに図隔地域の東端に位置する似峡市街地までのびている o

また，奥士別営林署の森林軌道が，奥士別市街から天塩川の本流沿よびその
+ザタル

支流栴習 HI; 似峡川，ベンケヌカナンプ。川沿に敷設されているが，貨物以外

事 河川に沿う平坦面はいずれも農地として利用され，又剥用されよう主しているが， I.IJ

地は豊かな森林が掩ぃ，旭川替林局管内の木材産出地としで注目されている地域の一

つである。
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の利用は原則として出来たい。

第 2 章地 形

本図幅内の山系は，図幅のほぼ中央，登和里附近を境にして，それぞれ特

徴をもっ東西両地区にわけられる。東部地区の山系はやや急峻であり，標高

700 米"，，800 米のやせた稜線が南北に走る。とれらは日高層群ゐよぴ遜入岩

体の一般走向にほぼ平行している。西部地区では， とれに反して山地の開析

がいちじるしく進み，火III性の山峯(糸魚岳 914.4 米，乙部山 856 米)をのぞ

けば，明かな尾根形を示さす=に標高 400 米程度の丘二稜が，不規則につらたる

低平な地形を示している。さらに西南の隅の乙部山の附近では新期火山のな

だらかな熔岩台地となっている。

-本地域の水系は，天塩川本流ゐよび、その支・流から構成されているo 天塩川

は，図幅外遠く天塩と北見との国境，天塩岳(1，557.6 米) Iこ源を発して西流
オケト

し，似峡南方図幅外の於鬼頭岳 (1 ，176.2 米)の裾を廻って流れを北に変え，

似峡市街の約 4粁北方岩尾内附近からふたたび、商に転じ洪積地をひろげて

図幅地域を東西にながれている。

天塩川にみられるとれらの転流は，基盤の地質ときわめて関係が深い。天

塩川の洪積地に面する小沢には，いやれも典形的た扇状地，あるいは崖錐が

発達している。とのために河成段丘は認め難い。

第 3 章地質概説

本図幅地域 l亡発達する地層は，北海道の基盤岩層である光白望系の日高層

群と，新第三紀層とから構成されているo 日高層群は，ほぽ南北の走向をも

って最も広い分布を示すもので，黒色粘板岩砂岩層去よぴ硬砂岩層からなり，

いちじるしい摺曲，断層，ゐよび、破砕帯が見られーその一部には，ホルンフ

ヱルスゐよび特殊な片麻岩が形成され，さらに各所に塩基性から酸性にわた
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る各種深成1+類の議入岩体が見られる。との深成岩類は種々の異なった議入

形態を示し，それぞれの岩貨にも変化がいちじるしい。!持に分布の広いもの

は，輝緑治資斑糖お・ゐよび、交代的な忠-質を持つ閃緑活-である。

以上の活類を基盤とし，とれを覆って新第三系ゐよび、火山浩類の発達が見

られる。との第三系は，北海道石狩炭田地方の川端統に対比されるもので，

奥士別地域模式種献圃

系 層 序 柱 状 図 岩. 質 備 考
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砂潟-泥沼-を主とする奥士別層と火山砕屑物を多く挟在する似峡層とに分けら

れる。とれらはほぼ南北から北西一一一東南の走向をもって弁布するが，奥士

別層は図隔地域内中央部に，似峡層は図幅地域の東南部にそれぞれ限られて

いるため， との両者の関係は不明で・あるo

とれらの新第三系を貫いて，多くの紫蘇輝石安山岩脈が規則正しく東西方

向を取って分布するD さらに，とれらを覆って，複輝石安山岩の熔清流が各

所iこ見られるが，との熔岩流は，下部に小規模な集塊岩と凝灰岩とをともな

っている。

本地域の堆積活の層序を示せば前にかかげた模式柱状図の通りである。

第 4 主主先白望系

I 日高層群

本層群は，との地域の基盤岩層となっているもので，摺曲が甚だしく断層

に切られるととも多い。また局部的な擾乱がいちじるしく，走向や傾斜の測

定ができない程の破砕帯が随所に発達している。とれに加えて露出が不良た

ため，その層序と構造とを明らかにするととはきわめてむやかしい。本層群

の一部には，ホルンフヱルスゐよび、片麻京-が形成されてゐわさらに本層群

は，各所で酸性乃至塩基性の火成*1-(亡買-かれている。

本層群を通覧ずると，まだ充分に資料を整えるまでには至らないが，主と

してその岩質から次のごつに分けるととができるようである口

A 粘板岩砂岩層

B 硬砂表層

との両者を，本道の各地に発達する日高層群に関する知識に照し合わせる

と， Aは日高帯に普通に見られるいわゆる粘板府帯のも，のに相当し， Bは多分

lζ輝緑凝灰岩層的な要素をもっている事からゐり上部層と考えるととが出来

ょう。よってととでは，仮iこ A を日高層群下部層， B を日高層群上部層とした。
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A 粘板岩砂岩層

本層は，図幅地域の東部岩尾内川に模式的た露出を示しているが，似峡市

待地附近， クオ{ナイ川，登和車川一帯につづき，西部では上士別のホルン

フヱルス周辺部にも分布している。全般的にみて，黒色粘板岩と黒色砂潟・と

のうずい瓦層であって，時に漆黒の脆い頁岩が見られる。本層は似峡，岩尾

内，登手口里附近では大体N20
Q

E の走向をもち， 傾斜はか注り一定していて

一般に 70
a
mV を示している。また上士別方面では， 天塩川以南i亡 jないて一

般に N 20
0

，_40
0
\V の定向とほぼ 70 0NE の傾斜を示すが，天塩川以北になる

と走向は N-S からさらに N200E に変化し，傾斜は不定となる。

本層中には，局部的に複雑に摺曲した部分があり，また，むそらくホルン

フヱルス形成時の構造運動によると考えられる破砕帯がいたるととろに認め

られる。なあホルンフヱルス，片麻岩の形成ゐよび火成岩のまま入は普通本

層中に限られている。

粘板岩: 本暦の粘板岩は"IX黒色堅梗で明瞭な唐理を示 L，一般に厚き 20糎以内の薄暦

あるいはレ γズ扶主なる砂岩を挟んでいるが，時I::; は殆んど砂岩を合まない場合も

ある。本岩中には，いちピるし〈千枚岩朕になった部分もあるが，そのような部分

は局部的に認められるだけで，金控正しては粘板岩の域を出ないものである。

砂岩: 砂岩は友黒色の細粒乃至中粒の非常に竪硬な岩石で， しばしば縁友色の珪質

のものがまじっている。本岩は粘板岩中 l亡瓦唐をなして薄〈挟まれるものであるが，

時にこぶし大の黒色粘板岩の角礁をまじえる部分が見られる。

頁 岩: 漆黒の極めて脆弱な，細かくぼろぼろに崩れるもので，時に砂質の園球を合

む。所によって明瞭な層理を示しているが，一般に無屠理で走向傾斜の測定に困難

する。

B 硬砂岩層

ベンケヌカナンプ川の流域 lこは，灰緑色あるいは濃緑色の砂浩が各所に発

達しているが，とれはいわゆる硬砂浩というべきものである。本表層は，と

の種の硬砂広'がきわめて多く，所々に輝縁凝灰活，たよぴチヤ{トをレンズ状

iこ挟み，同時に石灰;持を伴なつでいるととがあるo また，料i板浩と砂;告とを

五層状 i乙挟んでいるととが多ぷ， さらに石灰貸手ひょび珪質の各種岩石やそれ

らの角磯治も認められる。
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との岩層は塊状であるため，走向ゐよび、傾斜を測定するととは定層面によ

る以外は殆ん ε不可能である。それによると走向は N 20ーE--N20 o，V の問

で・ト太田各南北性を示してはいるが，それらがぎの程度迄連続しているものか

は全く不明で，大きな露出面では，硬砂活，粘板岩，砂手?の各店層が極めて

不規則な形で入り乱れ，断層による擾乱とも五層とも解釈のつかぬ形で示さ

れるものが多く，破砕的な筒所が随所に認められる。

硬砂岩: 本岩は友繰色または濃繰色の堅硬な中粒砂宥であるが，風化したもので jま割

合にもろ ν、。詔常黒色粘板岩の細片を合んでおり，比較的石皮質な官官分が多く，白

色の方解石脈が護達していることがある。

輝緑蝿友岩: 本岩は赤補色主たは暗繰色を是 L，緑色のものには方解石脈が麓達 L ，

いわゆる鳥糞扶をなすものがある。本去は厚さ 100 米内外のレンズ献をなして介在

するもので，その教は割合に少なく，輝樵是と密接にともなう場合がある@

その他の介在岩石

黒色粘板岩

黒色砂岩

漆黒色頁岩

石炭岩

チャート

黒色波糟質珪質砦

淡緑色石友質珪質岩

繰色石1J(質砂岩

黒色角磯岩

日高層群の下部層と上部層との間は，明瞭に観察することが出来ないか，

たそらく五層しながら移化するものと思われる。ベンケヌカナンプ川流域の

硬砂場層と登和里附近の料 i板忠-砂持層とは，毛無附近から天塩川上流にかけ

て発達する N 10°-.20
o

，V 方向の断層で接するが， 奥士別附近の両者の関係、

は，解析が閑難た複雑な地質構造のため，今は明らかにすることが出来ない。

第 5 章新第三系

本地域に分布する第三系は，従来の謁奈によれば，幌-内統 iこ対土とされると

みられたものと，川端統に対上とされるとみられたものとがあるが，今回の調
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査によって，まだ化石によって充分な確認を挙げる迄に至っていないので明

言は出来ないが，採集した少数の化石種，岩質ゐよぴ堆積相から，従来幌内

統に対比されてきたものも川端統に対比されるべきものであると考える。ま

た，従来川端統に対比されていたものは，前者との間の明瞭な関係を見出す

ととが出来ないが，恐らくはその上部層に当るものと見ている。したがって，

新たに川端統に対比するとととした下部層を奥士別層，上部層を似峡層と呼

ぴF 本地域の第三系を二つに区分する。

I 奥士別層

本層は不整合に直接日高層群そ覆い，主として図幅の中央部にベンケヌカ

ナンプ川をはさふで広く分布する。訟もに，磯岩，砂浩，泥沼-からなれ下

部約 140 米は，礁お-3守よび、砂治を主体とする浅海性の堆積相を示し，上部約

160 米は，泥;岩のみから成っているロ

A 下部磯岩砂岩互屠

本層はベンケヌカナンプ川の東側では，ほぼ N-S， 30 0E の走向傾斜で帯

状に分布しているが，両側では，走向約 N 40
0
E，傾斜約 50

0
NWとなって，

傾斜は東側とはその向が逆であれ両翼は断層によって日高層群と接する。

各所に点在するものは前記いやれかの傾斜を示しているが，二三例外の{同所

もある。

本層は，粗粒青灰色砂治，緑色中粒砂岩，暗緑色中粒板状砂岩，ゐよび角

機状磯岩からなり，所々に時灰色頁治の介在を見るととがある。本層は岩相

によれ更に下部，中部，上部と細分するととができるようである。

下部: 本暦と日高層群との接燭部は不明であるが，下部は粗粒砂岩からなるものの

ょうである。

中 部: 緑色の中粒乃至組粗の板扶砂岩および磯岩を主樫とする。この磯岩を構成す

る礁は本地域に庚〈分布する日高層群の岩石で，粘叡岩および輝綾凝友岩がその大

部分であり，ときに赤色チャー 1- ，石女岩礁を合む。奥士別東方毛無川流域附近の

ものに限れ多くの花尚岩礁を有するが，これは本暦と接する花尚岩腫に由来する

ものらしい。以上の礁はほとんどR'iJ磨されておらず，かなり動龍のひどかワた時の

堆積物を思わせる。また，この礎砦中には，海棲貝殻の破片が非常に多いe
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との乱堆積を示す堆積相は，いわゆる川端統の堆積を沼、わせるに充分であ

るo

主部: 繰色中粒乃至細粒砂岩および砂質頁岩の互屠で， しばしば石炭の挟みがある

が，すべて 5-10 糎内外であって，レンス'朕に介在するもののようである。

本属中，下部ゐよび中部の緑灰色砂浩と砂質頁岩とには，海棲化石が認め

られるが， 1同体数が少し保存も非常に悪い。産地ゐよび化石積を挙げれば

次のようなものであるo

三股左ノ沢支流〈下部緑灰色砂広-中〕

Mytil切符p. (nov?)

Venerie αγ di α ferrugine α'Ad.

Grepidul α jinbo αnαYak.

Spisul α gr αgαnα8ch.

学校裏の沢(中粒青灰色砂;宥中〉

Venericard 'l"αsp. indent.

Nucul α仰 sp. (aff. ~0nfusa)

十一線の沢(中部青灰色砂岩中〉

Macom α optir αYak.

Vene γ'l Cαγ di ・α ferrugine αAd.

Acilaof ・ gottschei (Bohn)

Cα ttelu8 izumoens'l'S Yak.

Yoldi αsp.

B 上部泥岩唐

木屑はほとんど泥岩のみよりなれペンケヌカナンプ川の西側に前記の磯

岩砂;持層にそって分布する程度のものである。様式的な露出は三股右ノ i民主主

よぴ二股右ノ沢で認められる。との東側は断層によって日高層群と接する o

e 岩質: 本暦は培友色，無唐理の泥岩であるが，所によヲてはほぼ走向傾耕を推定す

ることが出来る。風化面は，世禍色を示し，不規則にわれている。

との泥岩の外観は，幌内層の頁岩に類似しているが，幌内層 i亡くらべて，

より軟弱のようであり， しかも化石，団球，泥灰岩等をほとんど含有してい
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ないととから，容易に区別するととが出来る。本層からは，二三の化石を採

集したが，保存が極めてわるく，種名決定は不能で、ある。

なゐ，以上の:持層と同一にみてよいかどうか分らない地，層が，乙部山山]質

問方 1 粁の襟高 700 米地点の谷iこ露出している。とれは砂質頁浩を基質とし

て，直径 1 糎乃至 5糎位のチャート主主よぴ閃緑岩類の円礁を有する磯岩であ

り，直接閃緑岩類に接ずるもののようで，上部になって，泥質岩がレンズ状

にとれら磯岩にはさまっている。厚さは 10米内外で火山噴出物に覆われて

いるが， 特異た点は， 磯岩本テよび泥質岩中に径 50糎以下の火山噴出物の礁

をもち，上部 I'Z:至るにしたがって噴出物の礁が増し，ついに火山噴出物のみ

になっているととであるo とのように円磯や火山噴出物の礁は奥士別層と異

り，簡単に前記層と同層準と考えるととは危険で・あるが，その堆積状態から

して一応同一層準とみる。

E 似峡層

本層は図幅東南部地域一帯に広く分布し，河底に良好な露出を示す。一般

に N 40
0
，V の走向で，地層の傾斜は極めてゆるく，わ宇か商 i亡 10°程傾く

が，走向傾斜の不明な場合が多い。層厚は概ね 300 米以上である。

基底;持層は不明であるが，凝灰お-質磯岩を主体とし，角磯凝灰岩，磯岩，

砂岩，泥質頁岩等よりなれ通常それぞれが 0.3--3 米の層厚をもって五層を

たしている。堆積状態は相変化のいちじるしい，荒い堆積を示しているが，

きわめて特徴的な点は，凝灰質礁岩中の礁は殆んど花尚岩で、占められ，とれ

に次いで、火山岩の礁を有するととである。

奥士別層との底接の関係は不明であるが，前述のように，多くの花商岩礁

と火山岩礁とを合むとと，凝灰岩質のものが主体であるとと，地層の傾斜は

比較的ゆるく断層もほとんど見られないとと，また， .太平安によれば Diplo~

dontaの抜殻が報告されているとと等から，奥士別層の上部に位するものとみ

るのが適当で・ある。しかしとの両者の間にどのような間際があったかは今後

に残された究明の問題である。
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麺友岩質磯岩: これ Ij;本居の大部分を占めるもので，暗緑友色の砂質火山友に膝結き

れた喋岩で，その礁はほとん r花尚岩からなる。大小様々の亜角諜および角礁であ

るが，一つの居内では礁の大さきが割に一定している。花尚岩礁のほかには黒色粘

板岩，輝縁岩，輝繰凝友岩，チャートの礁が見られる。

角礁韓友岩: これは繰友色の脆弱な岩石で非常に多〈の黒色粘板岩の細片を合んでお

り，ほかには花尚岩，チャーJ.，石友岩等の礁が認められる。岩質が砂買になるに

つれて，凝1J(岩質礎岩との匿別が困難となるが，一般に本凝友岩は安山岩および玄

武岩質安山岩の礁を多くもっている。

蝶岩: 土認の正唐するものの聞に，ときどき腹結物が砂質になった礎岩が介在ずる

が， これは暗女色を呈 L，普通花向岩礁を合まず，多くの黒色粘板岩の角礁からな

るもので，チャートおよび輝緑凝友岩の礁を伴なう。

砂岩: これは 0.5米.......1 ;米の厚さで介在する黒禍色の組粒砂岩で‘ある。

泥質頁岩: 緑友色で軟弱な薄い拳IJ理性を示すもので‘ある。

以上の各岩層は，薄い五層をなすものであるが，それぞれの堆積状態から

考えると極めて不規則な堆積をなし，同一;宕相を績に追跡してゆくととは困

難である。すなわち，各岩層はレンズ状をなして重なり合っているものと考

えられる。

前に述べたように，似峡層は，いわゆる川端層と対比されて来たものであ

るが，奥士別層との関係が不明で・あり，時代の決定は困難で、あるo すなわち，

今日まで幌内統に対比されていた奥士)J1j層は，化石，岩相，ゐよぴ分布の点

から，明らかに川端層に対比されるであろうととは疑いたいが，その上位に

奥士別居と似岐層との比厳衰

奥 士 見。 居 似 峡 唐

イじ 石|川端居の特徴を示す。 |殆んどない Diplodonta の抜殻

岩|蹴|糊，青縁ト暗緑色 l 粗粒，黒馳極めて蝿

確岩 I砂礎友質ー，黒岩，角色粘喋チ~板ャE岩ー互，角ト礎部書量義友砦， 石 I凝礎友・l4岩，E輝質尚縁，岩角，凝黒礎友色~岩E粘，石旗角'1J<.礎岩砦，，火チ山ヤ岩ー

質泥岩 I 暗友色，厚屠 I 緑友色，薄屠

堆積相!荒い堆積，規則的 |荒い堆積，不規則的

費 動|断層，相官の傾 |極めてゆるい傾斜
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あると思われる似峡扇は， HI端統の一部かどラか現在のととろ決定できない。

また，一方との似峡層は，奥士別層の同時異相の可能性もあるが，その分布

地域が近距離にもかかわらや，両層の性質の相違があまりに大きいので，今

の所，奥士別層の上位に来るものとしてゐ〈。両者の性質を表示すれば前表

通りである。

第 6 章第四系

本地域は，一帯に鹿錐と扇状地とがいちとるしく発達して洪積地を覆って

いるため，地形によっては，洪積層と沖積層を見わけるととが困難で・，わや

かに現河川がけす=った露出面で洪積層を知るととが出来る。一般に成層した

洪積層の上に不規則に扇状地物質あるいは岸.錐物質がのる場合が多いo

I 洪積層

際，粘土，砂か.らなわかなり良く成層し，現河尿よりも普通 10 米内外最

高 20 米の高度で、磯層の分布が見られる。

磯: 徳ラ糎内外の固礁で，安山岩をはじめ現河床に見られるような各種の礁である。

一般に基底部i宇多< ，磯唐をなして 1 米の厚さを示す。

粘 土: 淡紘青色あるいは淡禍色を示 L，際層の上に明瞭な唐理をもって乗っている。

砂: 中粗乃至粗粒の泥補色のものである。

E 沖積層

現1可床ゐよぴ扇状地をなす。安山浩，花崩岩，粘板是;号';，流域に露出する

岩石の人頭大以下の円磯ゐよび砂で河床礁となり，扇状地を構成するものは，

附近のお-石の角礁，砂，粘土で‘ある。との扇状地は現河尿に切られてはいる

が，全ての洪積層を覆うことから沖積層と見なされる。なゐ洪積層なしに，

直接基盤宕・土 lこのうでいるものも河岸で見る写とが出来る。
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第 7 章深成岩

本地域に発達している深成岩類はすべて日高層群中に遁入し，新第三系に

覆bれている官とれらの深成岩類は，いろいろの形の遜入岩体をなして，乙

部山北方，登和里附近，岩尾内長よぴ似峡附近とその南方 i亡，それぞれ分布

している。とれらの岩体には，塩基性から酸性に至る各種のものがあるが，

一つの岩体の内でもその岩質に薯しlハ多様性が示されている。それぞれの岩

体の中に見られる岩質には，その構成鉱物，構造会よび、成分等によりいくつ

かの種類にわけられる。よって，一つの岩体にそれの主体を構成する代表的

危性質の名称をつけて，その岩体を構成するそれぞれの浩質について説明す

る。各岩体むよび、それに含まれる岩石の名称は次に示す通りである。

fA 輝縁岩
I 輝緑岩質斑糖岩体{

lB 輝緑岩質斑糖宥

fA 撤撹石斑糖岩nf:敢撹行斑糖矛i- 体(
lB トログトライト

A

B

C

A

B

，
S
E
E

-

-
E
〈
B
E

B

E
E
s

-

、

，

t
a
-

-

E
'
t

体
体

体
体

山
石

山
石
山
一
品
糖
浩が
も
ム

糖
緑

石

山
岡

閃

斑
閃

角

花

E

w

n

v

m

輝緑岩質斑糖お

角閃石斑糖お

石英閃縁岩

細粒斑糖右 -J"!f閃緑;持

粗粒石英閃縁治

I 輝緑岩質斑繍岩体

似峡北方の岩尾内附近で，天塩川が商へまがるあたりに，緑色細粒の輝縁
可解

岩様の非常に堅い岩石が露出しているo とれは大平安によって輝縁岩本子よぴ

*前述
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輝石現岩の岩脈として記載されているものであるが，との;岩体を追跡する

と，ほぽ尾根に平行に南北にのび，南は於鬼頭岳山麓の新第三系や熔岩に覆

われるま -po ， 北は図幅地域外の下川鉱山附近に至る迄約 20 粁の関連続し，下

川鉱山附近では多数の岩脈群に分れて消滅しているo 似峡西方の天塩川対岸

1亡大きな践となって露出する斑糖岩様の治石も，との岩体の一部にふくまれ

るものである。いちじるしい特徴は地質図上に大きな一つのま差入体のように

示したとの岩体も小さな表脈が多数に集った複合議入体であるらしいとと

で，岩体の中に薄い粘板岩の挟みがいたるととろに見られ，そとがとの複合

遁入体の個々の岩脈の境目であるととを暗示しているo

との岩体をつくっている岩石の岩質としては，緑色細粒の輝緑岩や灰緑色

粗粒の斑糖表があって，個々の岩脈様部分の遜入のかたちにもいくらかの差

があるばかりでたしそれらの分布にも特徴的たものがある。すなわち，輝

緑岩は草子もに細長い岩体の西側 i亡分布し，すべてとの複合建入体内の仰々の 、

岩脈とみてよい形態を示している。その商縁では大小様々の岩脈が近接して

貫入している形であり，岩体の内部になると輝縁岩の領域中には，普通 1 米

から 5 米内外の幅をもち，時には数 10 米程の厚を有する黒色粘板;岩類の不規

則な νンズが多く挟まっているo とれらのレンズは，その延び、の方向が大体

岩体の方向と一致してゐり，もともと岩脈の壁をたすもので岩脈同志であま

りに多く密集したために，とのよう左複合法入岩体とみるべき状態になった

ものと考えられる。

との外i亡，部分によっては粘板岩類の角磯状細片を無数に含む角磯岩状の

ものも見られるo 一方;fiE糖岩は，締長いとの岩体が比較的ふくれたととろ，

あるいは;岩体の東側に分布し，そとには粘板岩類がまったく含まれていない。

A 輝緑岩

本岩は似峡の両方に最も模式的に発達し，そとでは岩体の西側に限られす=

東側近くまで見られる。とれらは普通暗緑色の細粒堅硬な岩石であり，日高

層群との接触部附近ではととに細粒で，破砕し，同時に変質して脆弱となり，

輝緑凝灰岩様になっている。
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構成績物: 主耕長石〉草耕輝石

国j 磁硫銭鎖

鏡下の鶴察: 本岩はイシターサータル構造あるいはオフイテイクグ構造をなし，斜長

石は細長い短加朕で，まれに 1 粍内外の特に大型の斑晶が見られ，輝艇身岩と言う

べき形になっているものがある。この斜長石は An65 河内丹の曹友長石であり，多

〈の壁開に沿って縁泥石が生成され，あるいは，曹長石に費るものがある。輝石は

無色乃至淡緑色の普謡輝石で，総泥石に置換されるものものが多し細粒のものは

粒肢を基 L粗粒になるとオフイテイタグ形主なっている。

会睦として構成織物の縁泥石化が著ししその他方解石，葡萄石，チタ ν石，チタ

シ蟻鏑噂が多く形成されている o

B 輝緑岩質斑漉岩

本岩は登和里岳の附近に顕著に発達している。暗縁色乃至灰縁色の堅硬で

やや粗涯の岩石であり，前にのぺた輝緑岩と異なって極めて粗粒で肉眼によ

って斜長石と輝石とを識別できる。岩体のうちでとの岩質が示されるあたり

ー帯に明らかな節理系が示され，所々にベグマタイト様の脈が見られ，殆ん

ど完全な深成岩の性質を示すととからとの名称をつけた。，

本岩と日高層群との接触部では，粘板岩類には一面に緑泥石が形成され，

細い方解石脈が不規則に発達して，輝緑岩と見誤まる程縁色岩化しているo

構成績物: 主耕長石〉草斜輝石く角閃石〉

国j チタシ銭鏑，磁硫錨鎖

鏡下の寓察: 本岩の構造は極めて粗粒のオブイティック構造をなす。新長石は自形乃

豆半白形で長さ約 I 粍，巾 0.3粍内外の短加扶をなし， An60%附近の曹友長石で

ある。時にいちじるしくソーシユル石化している耕長石もあるが p 普通は新鮮で，

わずかに繰泥石あるいは絹雲母の生成を見る程度で，粗粒な部分のもの程新鮮であ

る。車斜揮石は無色乃至 j炎繰色で一般に複屈析が弱< ，緑色角閃石に費るものが多

しこの場合輝石の俄像をなすものが多い。この二失的生成の角閃石は素片双品を

なし多色性が強い。 x= 淡縁色 Y， Z= 繰色

なゐ，本岩の化学分析値は次の通りである。

Im!" I.."ir.L " 1 T;1_AI...，r ~.A Irl_"1.....,._ AIT7" "I 庄内び「甘一び了一一一
回021 Ti02!A120a)Fe20a/FeOI 附 I CaOINa201K20Iμ)/c二')ITotal
仰0\ 0511 18.241 2 対 6.4 2j 6.551 12.11¥ 1対叫 0.34l 0 同 9均

分析者山下淑枝*

事北大理畢部地質事鋳物事敬室山下淑枝嬢の厚意に感謝する。
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C 附随服岩

本岩体中には目立った脈岩は見られないが，次のものを認めた。

i憂白岩: これは岩韓の島々に/1、〈切ってはいっているもので，石英a 斜長石，カリ長

、石からなる幅 1 ;米内外のものであって，白色やj炎橡色や淡禍色の種々の色合を示す。

優黒服: これも岩盤中に極めて細い服をなすもので角閃石のみからなる。

E 撤撹石斑糖岩体

本岩は似峡東北方に， 南北約 2粁，東西約1.5 粁の岩体を t:r. して柵皆川下

流部に発達している。との岩体の西側の部分は撤携石が割合に少い撤撹石斑

穂岩よりたり，東側は輝石を殆んど欠き，撤撹石と斜長石からなるトロクト

ヲイトがいちじるしい。節理は見られないが，全般に流理構造がいちじるし

く，その流理面は走向 N20o"，，60oE 傾斜 60°"，，75° BE であり，流理構造の上

位にトロクトライト，下位に撒撹石斑糖岩が位置している。また撤撹石のあ

つまり具合は，部分によって変化が多く，それらは漸移関係を示している。

岩体中には，母岩から分泌的に形成されたと思われるベグタイト様あるい

はアプライト様の脈があるo とれらは優白質粗粒のもので，石英，斜長石，

黒雲母，角閃石，電気石からなっているo

A 撤概右斑甥岩

本岩はやや優白質な，紫黒色を帯びた堅い岩石で，流理構造が特に顕若に

発達しているが，との構造は岩石中に含まれる撤撹石の量の多少によって現

bされる捕状によって明らかにたっているが，とれは風化商では，斜長石の

多い部分がもろくたって凹むために，特にはっきりとうかがうととが出来るo

構成鏑物: 主斜長石〉輝石〉撤撹石

副角閃石，黒雲母，磁硫犠鏑，磁蟻鏑

鏡下の翻襲: 本岩は完品質構造をなし，有色鍍物は撤撹石を核としてつぎつぎにその

周りを取りかこむ。次のような順序が足られる。

〈内部から〉 撤樟石ー→輝石ー→角閃石
→黒雲母

耕長石は長柱朕の宇自形を曇 L，流理面と一致した方向に C軸をそろえる。はっき

りした累帯構造は示さないが，中核部が塩基性で周遊が酸性へ左漸移しているもの
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があれ一般に An60%附近の曹友長石である。趣石は斜方趣石と単調輝石との扇

者があれ親方輝石は非常に少し縁色角肉石に置換される。角閃石には禍色のも

のと縁色のものとが見られ，褐色のものは， x=淡責色， Y， Z=淡補色の多色性を

示す。繰色のものは褐色のものに遅れて形成された形があるo 撤揖石には蛇紋石化

のいちじるしいものがあり，耕長石との間にミルメカイト様構造がみられる。

B トロタトライト

本岩は優黒質の粗栓な岩石で，露出商では流理構造が見られる。各鉱物の

性質は機撹石斑糖岩と類似しているが，撤撹石が斜長石よりも多くなると岩

石の構造にいちじるしい相違ができて，撤撹岩様の構造を示す。

構成績物: 主耕長石，撤撹石〉輝石

副角閃石，黒雲母，磁硫錨鏑，磁鍛錬

鏡下の翻寝:・本岩は撤撹石の多いものでは，融蝕された撤撹石が密集する聞を他の鍍

物が埋めた形を呈する。各鏑物は撤撹石斑概岩のものと殆ん r同ピで，ただ撤撹石

は 1-3 粍の梼固形をなして敷石扶に見られ，いちじるし〈蛇紋石化ずる。

C 附随服岩

との:岩体内には前にのぺた分泌脈とは別 i亡，次のようた脈状告が見られる。

ベダマタイト: 本岩:主鶏長石が大部分を占め，角閃石，理石，黒雲母，白雲母，電気

石を合むもので，黒雲母に富む部分と角閃石に宮む部分とにわかれる特異な形の脹

をなして u、る。電気石は桃色のリ γ ウム電気石である。

アプライト: 本岩は白色，細粒，堅硬のもので，石英，斜長石および少量の角閃石か

ちなり，いちピるしい徴文象構造をなす。

瑚岩: 本岩:工茨白色をなし，短珊般の斜長石，他形の角閃石および黒蟹母からなり

イユ/ターサータル構造を示す。

阻斑糖岩体

奥士別東方の登和里部落附近で，暗緑色の斑糖岩が観察される。とのすぐ

甫には花筒岩があるが，さらにその南方では，約 1 粁の幅で南北に細長く延

びる斑糖岩が見られるロとれらの斑糖岩は，その分布状態や両者に共通する

性質の多いととからみると， もともと連続した岩体が，花尚岩の遁入によっ

てたち切られ，二分されたものであるらしい。一般に岩貨の変化がいちじる

ししとれらの中で特に目立つものは閃緑岩質の部分であって，とれは構成

鉱物，成分，構造等に他の岩類といちじるしく異なった性質が見られる。と
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の閃縁岩質の部分は，斑糖岩がその遜入時あるいはその直後に著しい交代作

用を蒙れその結果生成されたとみられるもので，上士別村の閃緑岩類に類

似するものである。

A 輝線岩質斑濁岩

本岩はむもに登和里附近長よび南方の岩体に示される;岩石で，濃緑色の竪

硬な岩石である。岩石の粒度が部分によっていちじるしく相違する。とれら

は，議入国結後の運動長よび、熱水作用によりいちじるしく変質し，ほI宮ーー定

の方向をもっ小さなすべり面が多く示され，また部分的には極端に破砕され

ているのが観察されるロ

所々にベグマタイト質の脈が多く見られる。先にのぺた輝緑岩質斑糖岩体

のものと類似・した点もあるが，より斑鴻岩質であり，多くの補色角閃石を形

成しちいる点からそれと同ーとみなすととが出来るo

構成鏑物: 主制長石〉輝石あるし、は角閃石〉蘇泥石

副石英，チタン織鏑，磁硫錨鍍

鏡下の鶴察 : 本岩は一般にオプイティッグな構造が目立つ。殺長石は短冊扶をなし，

ソーシユル石化がいちじるしく曹長石に欝るものがある。また絹雲母の生成がはな

はだしいものも見られ，さらに繰泥石に置換され完全に分解したものもある。比較

的新鮮なものは An 55Jf- 内外の成分である。輝石はオプイテイツグな形をなすもの

が多< ，多くは緑泥石に襲っている口角閃石には輝石より麗質したいちじるしい衆

片双品をなす繰色角閃石む輝石を包む形の褐色角閃石とがあり，後者は X= 淡黄

色， Y， Z=1 炎禍色の多色性を示す。爾者共に繰泥石 l~ 襲っている。葡萄石が多( ,

脈肢をなして認められる。また稀に小さな粒肢の撤撹石が認められることがある。

B 角閃石斑鶏岩

とのような岩質を示すものは，主として岩体の中西部をしめて発達するも

ので，岩石の構造は，先にのぺた輝緑岩質斑瀦岩に類似しているが，組成鉱

物に可たりの遠いが認められ，石英，黒雲母，燐灰石等:が多い。

構成績物: 主新長石，角肉石

副 石英，黒雲母，チタン錨鎖，燐友石，磁硫鍛錬

鏡下の翻察: 本岩の斜長石は一般に他形を墨L-， An55%附近のもので‘あれ多〈は

絹雲母，曹長石撃に分解している。角関石は決繰色のもの主決禍色のものとの二つ

があり，腸起石あるいはカミ Yグ J~ ン角閃石の性質を示す。その多〈は緑泥石に変
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る。これらの角閃石は豪片双晶をなナものが多< ，二次的に生成されたようにみえ

るものもあるが，明かに初生的と思える新鮮なものも存在するo 黒雲母は割合に少

しポイキリティックな形を示令している。石英は他鎖物の聞を埋めて僅かに見られ，

燐友石は比較的多ν 、。

C 石英閃緑岩

との岩体の南部には，黒雲母が特に目立つ粗粒た優白質のお-石が発達して

いる。とれは先にのべた輝縁岩質斑糖岩や角閃石斑糖岩とは，全くちがった

岩質をもつもので，石英，黒雲母，まれに紫蘇輝石が多く見られる。との黒

雲母は何れもポイキロプラステックの形を示しているo ときには輝石，角閃

石が全く見られす=カリ長石が目立って多く含まれ，いちぢるしい酸性告の性

質をもつものにたっているととがある。野外では，とのようた岩質の部分の

中に，ととろどとろ斑糖宕質のものが含まれていて，そのあたりを詳しく観

察すると，との閃緑岩は斑糖岩が交代作用を蒙った結果酸性浩化されたもの

であるようで、次にのべる上士別村の閃緑岩と同じ過程をたどったものと考

えられる。

構成績物: 主 石英，耕長石，カリ長石，黒雲母，角閃石，紫蘇輝石

副総泥石，燐友石，チタ Y石，チタエ/織鏑，磁鎖鎌

鏡下の観察: 本岩は鏡下で見るむその組成鍵物の大いさが大小さまざまで，極めて

不規則な構造を示すものである。新長石は他形乃至宇白形をなし， An35%内外の

中性長石である。多くはソーシユル石化する。カリ長石は一般に大型で，石英と共

に他鉱物の聞を埋めて掠っている。黒雲母は多色性が強< ，いちじるしいポイキロ

プラステイツグ構造をなし，繰泥石に費ずるものが多い。紫蘇輝石は淡緑色の粒肢

のもので比較的多い。

D 附随服岩

本法体中には脈状岩として幅 1 米程の優白貨店-脈が見られる。

岩質: この優白岩脈は細粒の石英，カリ長石を主とし，それの微文象構造がいちピ

るしい。これに少量の耕長石をともなっている。

百閃緑岩体

との岩体は f 乙部山北麓の丘陵性台地-帯を占めるもので，露出は非常に

わるいが，本地域で最も大きな深成岩体である。との岩体の周辺部には斑糖
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岩質の細粒岩が見られ，それが交代作用を受けて石英閃緑岩質の粗粒岩に変

わる形が観察される。同様の形が内部地域にもあちとちに見られる。それら

の点から見ると，との石英閃縁岩はノーライト質斑糖岩を原岩とし，そのまま

入時あるいは議入直後にいちぢるしい交代作用を蒙って生成されたものと考

えられる。

A 細粒斑甥岩質閃緑岩

との岩石は，公もに岩体の東部ゐよび北部l亡数多く認められる。北部に見

られ去ものは，幅狭く，との治体の北縁に沿って連続する暗灰色細粒の岩石

で，角閃石斑糖岩質のものであるo 東部にもとのようなものが多いが，岩体

の中央部i亡点々とみられる細粒の灰白色の岩石は多く紫蘇輝石斑糖岩質のも

ので，とのようなものは東部にもととろどころに見出される。とのこつの岩

質のものが相互に，どのような関係にあるものかは未だ明らかにするととが

できないo

構成績物: 主新長石〉禍色角閃石〉単翻輝石チ斜方輝石

副黒雲母，石英，磁鉄鉱

鏡下の翻察: 構成鏑物の大いさは，ぃづれの部分でも均一であって，長柱扶新長石主

その聞を埋める角閃石，輝石類よりなる。稀には大型耕長石の斑品を示す。禍色角

閃石が有色:焼物の大部分を占めるものから，斜方輝石が主樫になるものまでいろい

ろの量比が認められる。到長石は An50%内外のソーシユル石化 L た中核をもち，

周囲は新鮮な An40%内外の部分にかこまれる。また累帯構造の著しいものでは，

つねに中心部が An70%程度から外縁部 An40%までの費化を示す。いづれも細粒

の有色織物を包裏している。親方輝石は一部カミ γグト γ角閃石に費っているa

B 粗粒石英閃緑岩

との岩石は本岩体の大部分を占めるものである。岩体のいたるととろで，

締栓斑糖浩質閃縁岩が節理に沿って，不規則た火炎状の形で交代されて粗粒

の浩石l亡変ってゆくもの，あるいは， 0.5 米から 2米ぐらいの幅で，との交代

された岩相が層状になって，ほぽ一定方向に並び，そとではわりに無色鉱物

の多い部分と有色鉱物の多い部分とが，万;層状に配列されているととろな左

が見られる。との場合，との方向は;岩体の北部に示される片麻岩の方向と一

致しでいる。
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構成績鞠: 主新長石〉褐色角閃石〉黒雲母〉石英〉カリ長石

副 カミシグトシ角閃石

この岩石の構造は極めて不均整であって，組粒岩にあっても，粗粒結晶の聞に，細

粒斑嘱岩質閃緑岩と同様な構造が合まれていたわ局部的に優白質な石英，カリ長

石のみの集合が示されていたり様々な構造が見られる。主瞳主なるものは耕長石む

褐色角閃石であるが，石英およびカリ長石が多量になると共に，黒雲母が噌加ナる。

鏡下の翻察: 構成鏑物の性質は細粒斑嘱岩質閃緑岩のものと類似している。

C 附随服岩

本岩体中 i亡貫入している脈状岩は次のようなものである。

ペグマタイト:・細粒斑摘岩質閃縁岩の中に幅 2米内外で，日高居群の走向と同様の方

向を示す岩脹となって見られる。石英，カリ長石，斜長石 (An 15%内外)，黒雲母

からなれソーシユル石化がいち亡るし< ，黒雲母は繰泥石に費る.一部医砕構造

が見られる。

詫両岩質服岩: 組粒石英閃縁岩中に 3 米内外の幅をもって露出している。石英，カリ

長石，斜長石，黒雲母のほかに柘摺石，ジノレコシが見られる。黒雲母中にはジルコ

シによる多色性ハローが見られ，柘槽石は粒般化してカリ長石に包囲される o また

ミルメカイトの護遣が著しい。

V 角閃石斑糖岩体

似峡南方の於鬼頭岳北西山麓には，火山岩ゐよび、新第三系の基盤に，角閃

石斑糖岩が発達している。との岩石は露出が極めて悪く，ほとんど岩盤を見

るととは出来たいが，転石の状態等からみると，割に均質で・ある。優白色中

粒のもので，斜長石，角閃石が肉眼で識別されるが，鏡下ではカり長石，黒

雲母，燐灰石等，普通の角閃石斑糖岩i亡見られないような鉱物が多く観察さ

れる。

構成績鞠: 主斜長石〉角閃石〉カリ長石

副黒雲母，燐友石，磁硫銭鏑

鏡下の甑察: この岩石は完晶質のヂやオブイテイツグな構造をもっている。婦長石は

宇自形の短珊献をなすもので， An45%附近のものであれ一般に汚濁してソージ

ユル石に襲るものが多い。角閃石は複屈折の弱い褐色角閃石であるが，一般に豪片

双晶をなし， x= 淡黄色， Y， z= 淡禍色の多色性を示し，ときに縁色を呈するもの

屯見られる。カリ長石は他の鏑物の聞を埋める形で割に多< ，燐友石を包裏してい

る。
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百花樹岩体

との岩体は奥士別東方の毛無から登和里附近にかけて天塩川をはさみ，南

北約 7粁，東西約 3粁のひろがりをもつものであるo 本岩体の南方にもアプ

ライト質の花商岩が見られる。斑糖岩との関係は，明確に決定するととは出

来たいが，境界附近の状態から判断して斑糖岩を切るものと考えられる。と

の岩石は優白色中粒のやや脆弱な岩石であり，有色鉱物は極めて少しカリ長

石の多いのが特徴である。一般に均質で・あるが，局部的に細粒のものや，ベ

グマタイト質のものがあり，特に斑鳩岩との接触部附近では有色鉱物が多く，

肉眼的に斑糖岩と区別の困難な場合もあるo また斑糖岩類の捕虜岩を有す

るo

構成績物: 主 石英，カリ長石〉斜長石〉黒雲母・

副 ジルコシ'.燐友石，チタ〉〆織傭，磁銭鍍

鏡下の観察: この岩石は完全な深成岩構造をもつもので，石英とカリ長石で徴文象構

遣を墨ずることがある。石英は割に大型でカリ長石の細片を包裏し，カリ長石は徴

斜長石構造がいちじるしい。宗寺長石はソーシユル石化方旬、ちじるしし曹長石や絹

雲母に置換されているo 一般に An20%附近のもので，大型のものは累帯構造を示

ナ。黒雲母はセヒ。ヤ調の褐色をな L，ほとん E繰泥石に襲っている。

第 8 主主脈 岩

本地域に見られる脈岩類には，日高層群中に遜入する輝縁岩々脈と，新第

三系を貫く紫蘇輝石安山岩々脈とがあるo

I 輝緑岩脈

本岩脈は，すべて日高層群を切る小さた岩脈として見られるもので，その

数は割合に少い。先l亡深成;岩'の項でのぺた輝緑岩とは，岩質的には類似する

点もあるが，それらがかなりの定まった地帯に連続する拡がりをもった岩体

を構成しているのに対し，との輝縁岩は小岩脈となり，単独に遊離散在する
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点から，深成岩とは異なるものと考えられる。日高層群中の輝縁凝灰岩と，

との岩脈とは，密接な関係があって，日高層群上部層中に見られるものは，
本

多く輝縁凝灰岩と共存する。

岩質: この岩石は暗繰色細粒の岩石で，肉眼で少量の斑品が見られる。輝縁岩特有

の拍子木股斜長石む その聞を埋める淡繰色の大きな 0.4粍内外のオフイテ守ググ

輝石とよりなるが，組成鏑物の分解著しく，方解石，続泥石に置換されることが多< ,

絹雲母およびチタシ石等を形成する。

E 紫蘇輝石安山岩脈

との岩脈は，との地域一帯に数多く見られるものであるが，何れも規則正

しい東西方向に延び、る小さな岩脈となって示される。とれらの岩脈には，そ

の中核部には明に規則正しい節理が発達しているが，周辺部になると不規則

な裂関に移りかわるo とれらを肉眼で観察すると，ほとん E無斑品の漆黒色

の滑石で，ややにぶい光沢を示す均質な細粒綴密の岩石で，玄武岩と見まち

がう外観をもっている。しかし，とれを鏡下で観察すれば，安山岩としなけ

ればならぬ点が多く見出されるのである。とれらを大別すると，ほとんど完

全に玄武岩構造を呈するものと，斜長石の斑品が多く，それに累帯構造の発

達しているものとのこつに分けられるようであるo

岩質: この岩石は，暗友色あるいは黒色のやや破璃質の翻粒堅硬な，無斑晶の岩石

で，玄武岩のような外観をもっている。接鋼部近〈では，この岩脹の中にば貫入し

た母岩からの捕獲結晶をもワていて，特に花尚岩を貫いたものは非常に多〈の石英，

カリ長石，斜長石等の捕獲結晶をもっている。また時には或璃質な複輝石安山石を

願徴鏡的な捕獲岩としてもワている。

構成鉱物: 新長石，輝石，破璃

いちピるし〈長柱続の斜長石の聞を，多量のガラスおよび少量の粒肢の輝石が埋め

て填間構造を示している。時に長柱肢の宗寺長石が一方向にならび，:流理構造を示す

が，この流理構造の明らかな部分では，耕長石，輝石，あるいはガラスの量比に襲，

化がいちじるし〈認められる。耕長石は細粒でいちピるし〈長柱肢のものであるが

時には針朕のも.のもある。 An50%内外の性質を特つものである。有色鉱物は多く

*この場合の輝繰岩は岩床をなすもので，趨繰凝友岩と地園上で直別して現わすととは

困難なため，これを輝緑岩および輝株擬友岩として一様に塗色した。
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橡泥石化ずる。大部分は紫蘇輝石であるが主あるものでは車新埠石をかなり伴ヲで

いる。この紫蘇輝石は 2Y=(ー)75°. 穂度のものであるe 捺混石は種々の形で存在し

禍色のものも見られる。石基中に多量の波璃を見るが，その中でトりヂマイJ-，グ

リストパライトが明らかにみられる。

た草子本岩の化学分析f直は次の通りである。

組02!T叫Al刈F匂OsjF'叫 MgO!ωoj :N匂°IK20If~~If.:~ ~ Totall

ω; 0.62) 1ふ731 3.92) 刈 2. 15 1 日81 3.7ー1 1 什 LOll 0 卯|附 9j

勝井義雄事分析者

るしく分布するが，北部の糸魚岳や天塩川上流にも認められる。火山浩類は

幣浩台地を形成しているが，いちぢるしく開析をうけている o

岩山火第 9 章

とれらの火山

岩類は，処によって集塊岩質，同源捕獲岩を多量にもつ熔店守;もあり，か左り

変化のいちぢるしいものであるが， .岩石は各地ともみな一様に被輝石安山石

質である。またとの岩質は前に述べた安山岩質脈后 il'C類似したものがみられ，

さらに捕獲悲として脈岩と同種の岩石をも見るととから，脈岩の貫入と何等

かの関係、をもつものと考へられる。 とれらの‘熔岩の発達のようすから次の 5

つに分類する。

集塊岩・

岩熔

岩

岩

岩

岳

熔

熔

熔

頭

山

岳

山

鬼

名

魚

部

於

無

糸

'

乙

胃

腸e

E

E

N

n
V

とのような岩石に興味を持たれている北大理事部地質事織物事救護め勝井義雄氏に，

特に本岩の化事分析を行って頂いた。ここに厚〈感謝の意を表する。
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1 集塊岩

本岩は於鬼頭岳西方の天塩川東岸に露出ずる，黒色の安山活角礁を主体と

する集塊岩である。磯は径 E 糎から 20 糎内外の大きさで，ややあらい複輝石

安山岩である。それらの間を黄挺魁の凝灰岩が埋める。との凝灰質集塊岩は

似峡層を不整合に覆うもので，乙.£f.>.土位iこ当る於鬼頭岳熔岩との関係、は直接

にはかんさつできないが，両者の沼-質からは極めて類似し密接なつながりを

もつものと考へられる。

斑晶: 斜長石〉輝石

石基: 放璃， '翻長石，輝石，磁犠鏑

鏡下: 本岩はハイアロピ'リティッグ構造を呈し，やや多斑品質の岩石である。斜長

石の斑品は自形で，累帯構造が著しく， An40%附近の中性長石である。支た剰長

石は輝石の包豪物を多くもち，内部から禍色繰泥石に置換されている。紫蘇輝石は

白形で失のあざやかな多色性を示す。 X， Y= 淡株色， z= 淡禍繰色

単調輝石は紫蘇輝石とほぼ等量見られる。

石基は長柱朕ないし針般の斜長石を主といその聞を淡禍色の波璃で埋められるも

のである。

E 於鬼頭岳熔岩(複輝石安山岩〉

との熔岩は，上記の凝灰質集塊岩を覆って於鬼頭岳四方の尾根を形成して

いるものである。黒色あるいは縁補色を呈し，大形の斑品をもっ粗惑な岩石

で，一般に流理構造を明らかに示している。

磁晶: 斜長石〉輝石

右基: 波璃，新長石，趨石，磁銭鏑

鏡下: 本岩は諦長石の斑品の多いハイアロピリティックな構造を曇 L，石基は流理

構造を顕著に示している。特に流理構造にそって縁泥石化し新鮮な部分と縞献を呈

している。新長石は大形の卓献で，累帯構造はあまり見られない。輝石は斜方およ

び草斜の繭輝石とも融蝕されtて，新鮮なものは少なく緑泥石化 L，磁儲鎖を包哀し

ている。紫蘇輝石は多色性を殆んど示さない。磁犠鏑は由形を呈する事がある。石

基は，流理を示すこ玄かな黒色ヂYアイ般物質を多量にもつ破璃質で，細かな新長

石とま軍石類とを少量合んでいる。
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阻 無名山熔岩(複輝石安山岩〉

本店-は天埠川上流東岸よれベンケヌカナンフ。川上流沿よび愛別JII上流に

かけて広く分布するもので，熔岩流の下部は特異な角磯殺質となっている。

すなbち，基底は集塊岩質のもので、その上にのる熔岩は円様化した同質の

安山岩礁を多量にもち，あたかも磯岩様の外観を示し，その上部で始めて節

理を示す均質な熔岩となっている。との熔岩は北部では薄< ，沢によっては

窓状に基盤の露出を見るととろもあるD との岩石は緑泥石化している部分が

多く，酸化鉄に染って赤色やその他種々の色合を呈しているo 外観は多孔質

で，極めて粗霧なものや級密で堅硬たもの笥;極めて変化に宮んでいる。との

中には上記の磯岩状の安山岩のほかに波璃質安山岩の小さな捕獲岩が多く見

られ，また一部には玄武岩質の構造を示し，前記の岩脈をなす紫蘇輝石安山

岩に類似するものも見られる。

斑 晶: 宗寺長石〉紫蘇輝石〉普題輝石

活基: 波璃，耕長石，輝石，磁織鏑

鏡下: 本岩はハイアロピりテイツグな構造をもち，一部にはその波璃質の部分に流

理構造を鮮明に現わすものがあるo 斑晶は，多くは小形で，その量もいちとるし〈

少くない。斜長石は一般に白形を示 L，双晶や累帯構造の殆ん r見られないものが

あり，破碍されたものも蕗によっては可成り多い。輝石類は殆んど縁泥石化してい

るが，それと同時に方解石ができている。普詔輝石は紫蘇輝石の外縁に附著して生

長しているものがある。紫蘇輝石は僅かに多色性を示す。磁犠鏑は白形を呈するも

のが非常に多い。

石基は波璃を多量に示し，徴細な針般の宗寺長石を合み，ヂゾアイ般の磁錨鎖を伴う

もので，先にのべた紫蘇核軍石安山岩の石基に類似する。

IV 糸魚岳熔岩(複輝石安山岩〉

本浩は糸魚岳を中心としてヌプリシロマナイ川，ケナシ )11 上流階近 iこ分布

する熔岩である。との熔岩の下底部には浮石質凝灰岩が見られ，又ヌプリシ

ロマナイ川の新第三系と接する部分には，次にのぺる乙部山熔岩の下底に見

られる第三系と同様のものが示される。との熔岩は全般的にみて，塊状岩と
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なって広く発達しているものであるが，集塊岩の構造を示している部分も少

くないo 岩質は堅閏綴密なもので，複輝石安山岩質であるが，部分的には玄武

岩質のととろがあるロまた 2 糎にゐよぶ輝石の斑品を含む部分も見られる。

斑晶: 剰長石〉紫蘇輝石=普詔輝石

石基: 烈長石，破璃，輝石，縁泥石，磁場鏑

また斑晶が輝石類を献いて斜長石のみよりなるものがある。この場合，石基は斜長

石，琉璃，磁織舗の細粒密集塊となっている。

鏡下: 本岩はハイアロピリティッグ構造であるが，その流理構造は儀り明らかでは

ない。斑晶・新長石は累帯構造が v、ちじるしく，紫蘇輝石はわずかに多色性を示す。

石基・波璃を主世とし，小型の柱扶斜長石を多量に合む。有色鍵物はほとんど繰泥

石に襲っている。

斑品に斜長石のみを有するものの場合は石基は放璃が少量で額品質となっている。

何れも斑晶の各焼物は石基に酷似する包裏物を多量に合んでいる。

V 乙部山熔岩(複輝石安山岩〉

本岩は，乙部山を合む図幅地域の南西山地一帯に発達し，本地域の熔岩中

最も広い分布を示すもので，とれはさらに図幅外南西方の愛別むよぴ比布方

面に拡まるものである。との熔岩流は相次ぐ数回の噴出により形成されたも

ので，早期の噴出物は後期の噴出岩のために破砕されまたは捕獲され，そのた

めに岩質は極めて不均質になっている。奥士別層の項で説明したように乙部

山麓の新第三系とは漸移的な関係、にあれ下部には凝灰岩が見られる。かつ

また，一般に集塊岩様であるが，上部は塊状の熔岩となっている。岩石の外

観は不均質で、種々様々でそれらの一定の熔岩流の分布もE確につかめない。

斑晶: 斜長石〉紫蘇輝石>普通輝石

右基: 波璃，耕長石，輝石，磁銭錨，蜂泥石

鏡下: 本岩は極めて波璃買でハイアロピリテイツグ構造を呈する。一部には石基が

完全に禍色の披璃のみからなっているものーがある。斑晶穀長石は中性長石乃至曹友

長石で自形を呈するが，破砕された形を示すものが多u、。輝石類は紫蘇輝石が特に

多< ，紘泥石化が目立つ。

石基は，新長石の小さな柱扶結晶を多量にもち，その聞をヂシアイ扶物質を含む波

璃が埋めている。
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第 10章変成岩

との地域の日高層群中には小規模なホルンフェルス喜子よぴ片麻岩が所々に

見出されるo とれらの変成岩類は，北海道中央山脈の南部地域，特に日高山

脈にそっていちぢるしく発達しているミグマタイト，片麻岩，ホルンフェル

ス等の地帯が中央山脈の北部まで延長された部分とみるととができるo それ

らの変成岩類は大体l亡命いて，南部と同じ性質をもつものであるが，一部に

は岩質に特有のものがみられる。

とれらの分布状態，岩質笥;から便宜上地域的に次の 3 つに分類して説明す

るo

I 似峡ホルンフェルス

E 上士別ホルンフェルスゐよび片麻岩

E 変砂岩

との三者の.うち前の 2者は本質的には同じものであるが，その発達する地

域の地質学的条件の差異から形態に可成りの相違が示されたものなのであ

るo 変砂岩についてはその如何なるものか明らかに出来ない。

I 似峡ホノVンアエノνス

とのホルンフェルスは似挟東北方の山地喜子よび柵留川沿岸に見られ，図幅

外東方にやや大きく拡がる。との領域内には前述の撤撹石斑鳩岩と，図幅外

に合=ツケル磁硫鉄鉱床を怪胎する斑鳩岩類の小岩体が存在する。とれらホ

ルンフェルスは非常に低い変成状態のものから，白黒の縞が現れて片麻岩様

にたった程度の高いホルンフェルスまで，種々のものが見られる。その鉱物

組合せには次のやうな種類がある。

a) 素案骨ーホルンフェルス

b) 柘楠石一黒雲母ーホルンフェルス

c) 蓋青石一黒雲母ーホルンフェルス
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d) 柘棺石一室青石ー黒雲母ーホルンフェルス

e) 紅柱石-蓋青石ー黒雲母ーホルンフェルス

a) 黒雲母 *J~ ンフ '%'J~ ス

とれは時褐色の級密堅硬な岩石で，との地域に最も多く見られる。一般に

は方向性が殆んど見受けられないが，変成の程度の高いものになると，優白

質の細い条線が平行して現れて片岩状になっている。又ホルンフェルス領域

ともいわるべきものとなっている o

鏡下: この岩石は石英〉耕長石〉黒雲母〉絹雲母〉炭質物，の組合せである。等粒

の標式的なホルシブエルス構造を示すが，時には黒雲母が蛇行 iて配列し，方向性を

もつものもある。一般に細粒で，わづかに石英，斜長石の砂粒の残存するものがみ

られる。炭質物は比較的少し石英が多い。黒雲母は淡赤褐色で，不規則形となり，

他成分の聞を埋める。

b) 柘植石黒雲母ホルン 7 .x. J~ ス

本岩は黒雲母ホルンフェルス中の小局部に見られるもので，柘棺石を含む

以外は殆ん E黒雲母ホルンフェルス同様で・ある。岩石は柘摺石のために僅か

に赤味を呈して喜子り，鏡下にたいては，柘棺石の単結品が多量に散点してい

るものが見られる。

e) 童膏石黒雲母ホルンフ.:r.)f.;ス

との岩石は，累青色を呈し，非常に蓋青石の多いもので肉眼的にも蓋青石

の斑点が一面に見られるものが少くない o また僅かに方向性のあるものが多

い。蓋青石は普通二次的に変質してピ=石となってゐり，割りに大型の斑状

変品をなして発達するものも見受けられる。黒雲母の量は前記 a) ，めに比

ぺ少なくなっている o 似峡ホルンフェルス中には蓋青石を含むものがいちぢ

るしく，図幅外のタドシェナイ川沿岸に多く認められる。とのととは，南部

日高山脈に沿って見られるホルンフェルス中には，蓋青石に極めて乏しいの

に対して対称的で・あって，との地域の特徴ともいえるであろう。

d) 編棺石輩膏石黒雲母ホルンフ.:r.)(..ス

本岩は前記の岩石に類似のもので，暗紫色を呈する岩石である o 柘檎石の

量は相当に多い。
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e) 紅桂石蔓膏石黒雲母 *J Loンフ.:z. JLoス

とれは比較的低度のホルシブエルスであり，炭質物や残品が多く見られる。

紅柱石は割合に大型の結晶形を示し，黒雲母 γ絹雲母子炭質も多量に含まれ

ている。

E 上士別ホノレンアエノνスおよび'片麻岩

奥士別市街両方の天塩川市岸l亡命いて，日高層群が斑糖岩類と接する部分

には，約 50糎から 200 糎内外の幅でホルンフェルス類長よぴ片麻岩類が形成

されている。又上士別市街地北方の金井農場西方地区にも，とれの北西方へ

の連続とも考えられるホルンフェルス類が見.られる。いす=れも走向傾斜が明

瞭で N:ZOO"，， 30°,v 800NE 内外あるいは垂直の傾斜を示し，日高層群の走

向傾斜とほぼー致している。とのホルンフェルス長よび片麻岩の地帯広は，

ホルンフエルス帯を切って上記走向に並行する破砕帯が見・られるが，この破

砕帯は，東南方の不変質な日高層群中にまで延長している。とれはホルンフ

エルス領域内では， ， 20 米から 10 米内外が破砕されているのに対して，日高

層群中ではほぼとれと同ーの方向を有する庄砕岩が散点して見られる。

とれらお-石は大体 3 つに分けられる。

a) 黒雲母ホルンフェルス

b) 細粒片麻岩

c) 粗粒片麻浩

a) 黒雲母ホルンフ".:z. JJ.，ス

とれは暗褐色の綴密，堅硬な岩石で天塩川沿岸に好露出を示している。締

粒黒雲母，斜長石，石英，重青石，磁鉄鉱を主体とし，とれに部分的に絹雲

母2むよび緑泥石を合むものであって i まだ砂質岩類の構造を明らかに残す低

度のホルンフェルスである。!侍 Iこ重青石がいちじる七く形戊されているもの

カ1ある。

b) .細粒片廊岩

との片麻:宕はホルンフェルスの中に形成されるのであるが，ホルンフェノ
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ス中に所々厚さの一定しない層状の片麻岩質の組粒岩が不規則に形成されは

じめ，それから急激にふくらみ，合して粗粒の岩石となり，ホルンフェルス

の面影を脱して一帯に片麻岩に移り変っているものであるo との片麻岩の走

肉，傾斜はまわりの日高層群の走向傾斜と一致している。黒雲母，斜長石，

石英を主体としカリ長石，華青石，柘栂石を含むととがある。叉粗粒質片麻岩

と接ーする部分には粗粒の片麻岩の中に斜長石の斑状変品が発達しているが，

とのような斜長石のー部は累帯構造をもっている。

e) 組粒質片麻砦

との;浩石は細粒質片麻岩の斜長石が，斑状変晶様に大型に発達し，それに

伴い黒雲母，石英も粗粒とたって，全体が粗粒の片麻岩となったもので，細

粒のものと不規則に入り混っている。黒雲母，斜長石，石英からなり時にカ

P 長石，柘檎石が見られる。斜長石は累帯構造を示すものが多い。破砕帯か

ら斑糖岩類との間に沿いて，本岩石には圧砕構造が多く示されていて，斜長

石は葡萄石化叉は緑泥石化を示し，又波動消光草子よぴ屈曲を呈するものも見

られる o 黒雲母も緑泥石化している。

E 変砂岩

上記のホルンフェルスゐよぴ片麻岩以外に，日高層群中には，極めて小規

模なホルンフェルス様の岩石が各所に点在している。とれらは構造上如何な

る位置にあるものか不明で、，限られた範囲に孤立して示されるものが多い，

極めて程度の低い変質をうけ，特徴のある;岩質を示している o また一般に露

出面にはいわゆる手立がいちじるしい。との主立は変砂岩中に見られる黄鉄

鉱の酸化にもとづくものと思われるが，黄鉄鉱が濃集して鉱石として取扱わ

れるようたものは全く見当らない。

岩質: 本岩は暗赤褐色町級密で極めて堅硬な岩石である。いちじるしく細粒の石

英，黒雲母が生成され，時に柘棺石の白形小品が慰在する。黒雲母は非常にうずい

禍色&曇し，多色性も殆んど見られない。原岩の構語を多分に残す弱 v、費成紙態を

示す。また細い石英艇がしみ出し般に示されている。

やけを見せるものを鏡下において験すると石英艇にそって黄鍛錨が生成されてお
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れまーたそれは，岩石中ー商に散慰して存在す1るこ正もある。時にそこに仕角閃石

を伴なう石英脹が見られる。

第 11 章地史bよび地質構造、

本地域の基盤岩層は，本道の中軸地帯を構成する日高帯に普遍的に見られ

るものからなれその上部は白望系沿よび古第三系を欠いて新第三系と火山

岩類に直接覆われている。とれらの地質構造は極めて複雑で、，その詳細を明

らかにするととは不可能で、あるが，現在ほぼその輪廓が明らかKなった日高

帯南部の知識・をもって，日高帯の北部地区に当るとの地域の事象に照し合わ

せて考える時，或る程度の概念を把握するととが出来るので以下にその概要

を述べたい。

I 自高層群堆積時代

本地域の日高層群は，最古期岩層として北海道の中軸地帯を占めて南北に

長ぐ連たって分布し，地質学的に北海道の骨格を構成するものの一部ガある。

とれは無化石な，単調な堆積物層からなり，日高造山運動の地向斜時代の堆

積物とされているものである。との堆積層は，詳細に観察すると，泥質であ

ったり，砂質であったり，また時には磯岩の見られるととなどがあって，可

成の変化が伺われるものであるが，より新期岩層の，堆積相の変化がはなは

だしいのに比べると，はるかに単調な堆積相が示されている。概観して，と

の時期には，細粒でほとん芝常に，黒色を帯びる特質をもった堆積が行われ

ている。

とのような堆積に引続いて，地向斜時代の末期になって，日高層群中に見

弘れる輝縁岩本子よび輝縁凝灰岩によって示される塩基性の火成活動が行われ

ている。そしてまた，との火成活動と前後して石灰岩やチャートを形成する

ような堆績が見られる。

率舟橋三男，橋本誠二: 日高帯の地質地周研事報6 什951)
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E 摺曲時代

日高帯は，下部白重紀頃から造山運動にはいり，はげしく摺曲運動が行わ

れて隆起時代にはいったものと考えられているo

地向斜の堆積層ーーすなあち日高層群は，との時代比は極めてはげしい摺

曲を行っているD との運動によって，本地域では次に述べるような地質構造

が生みだされた。

奥士別西方の日高層群は，前迅のように，南一北の方向にのびる友黒色の粘板岩を主

世主した地帯主，1J(.繰色の硬砂岩を主慢とした地帯とが交互に見られるが，その走向傾

斜から，伸び方向に費化のはげしい背斜軸が設定出来るようである。これらの構造は，

奥士別南方に至って等斜摺曲に移るものと考えられる。

本地域の費成岩類および探成砦類は，間隔地域の東部主西部とに集中しており，これ

らの護達している地域の日高層群は，すべて下部屠に営る粘板岩砂岩屠から構成されて

いる。これに反して，圃隔中央をほぼ南北に走る，変成岩類と深成岩瀬とを依〈地域は，

日高屠群上部居である硬砂岩唐が分布する。このことは，闘幅地域の中央を南北に走る

大きな向斜構造があるためと考えられるのである。

阻 火成活動時代

'本地域の深成岩の遜入活動は，摺曲運動に前後して，相次いで行われたも

のと考えられる。とれらの深成岩類のうち，輝緑岩質斑糖岩は，そのま並入形

態から，当時の構造運動とほぼ同時期に建入したものと見られる。また斑糖

岩体を切って遜入している花筒岩は，本地域では深成岩遜入活動の末期のも

のと考えられる。特に多種多様な岩質を示す斑糖岩類は，その構成鉱物の性

質や交代作用を蒙る形などからみると，それらは岩質の上では相違がはなは

だしいものがあるが，相互に密接な関連をもつものと考えられる。

日高帯南部の知識に照し合わせて考えてみると，との地域の輝緑岩質斑糖

岩は，同じく本地域で，周りにホルンフェルスを伴なう深成岩体のものとは，

可成の相違があって，より浅い主部陀遜入したものであろうと考えられる。

IV 新第三紀
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以上のぺた各岩類を覆って，大きた時代間際を置き，新第三系訟よ，ぴ火山

岩類が発達している。とれらの地層は，その下部層には，北海道全域に見ら

れる中新期川端層の正規海成堆積相が示され，上部層に至。ては，北見地方

に広くみられる同時期堆積層に著しい火山砕屑物が主体とたってい忍。とれ

らを覆って広がる火山熔岩は，また本選北部に広〈行われた古期安山岩活動

のー部を示すものである。

奥士別層は，前述のように，浅海性の荒い堆積相を示すもので，火山活動

の形跡は全く認められない。また花尚岩体に接ずるものには，その岩体に由

来ず~ξ考えられる花尚岩の礁を混じてゐり，との時期に花街岩体の一部が

露出する程度に迄削剥されたととを物語っている。

との奥士別層の堆積の後に，やや著しい構造運動があったようであるo と

の構造運動は，摺曲はほとんどみられ宇，断層運動を主とするものであるが，

その分布や地層の傾.斜からみて，相当に激しいものであったととがうかがb•れる。本地域の主要な断層は，主に東西乃至北北西一一南南東方向をとって

ほぼ規則正しく配列しているが，とれらは，との時期に生成されたものと考

えられる。

似峡層の堆積は奥士別層同様，荒い堆積であるが，その時期が判然とせす;;.

上記の断層運動との関係も明らかでない。ただとの時期にはいちじるしい火

山活動が行われ，多量の火山砕屑物を含むようになるo またとの似峡層には

花両岩礁が多数含まれているが，とのような現象は一般には川端層上部の特

徴とされているととである。従って似挟層もそれに近いものと推察される。

なゐ一応奥士別層に属するものとして，先に説明した乙部山麓の第三系は，

あるいは図脂外に広く見られる追分統に対比される可能性志あるが，熔岩流

は，とれも整合関係にある。とのように第三系に整合的に熔岩流の流出がみ

られるのは，との附近一帯の特徴のようであるo

熔岩流の流出で示されるとの時期の火成活動は，すべて複輝石安山岩によ

って代表されている。なゐ一部には磯岩様熔岩のように，破砕的なものがみ

られるo

- 34° ー



•
第 12主主応用地質

本図幅地域の日高層群中にほ，二，竺の鉱底が匹、胎するととが知られてい

る。それらの鉱康は，本道各地の日高層群中に見出されるものと全〈同様の

佐賀をもつものである。しかし現在までに発見されていお鉱床は，多くは小

規模のーもので・，その中で比較的に大きく，現在稼行中のものは参五位マンガ

ン鉱山のみである。ただ図幅外北部比隣接する大平鉱業下川鉱山は規模の大

きい合鈎硫化鉄鉱床として知られ，その南部に連たる本図幅地域の各所に輝

縁岩のまわりにみられる~等比重くより注目されていたものである。

現在までに稼行された鉱床は二，三あって，銅鉱として上士別村中島の合

鈎硫化鉄鉱が，大正年間に採掘されたととがある。同じく銅鉱としてベンケ

ヌカナンプの合銅硫化鉄鉱が戦時中採掘された。とれらは比較的品位が高い

にもカ幼~b らす';，鉱庶の賦存が続かす;.，時を経宇して廃鉱となっている。ま

た同じ頃高品位で特に有名となった参五位マンガン鉱尿が発見され，稼行さ

れて現在に至っている。さらに図幅外の似峡東北方に当る柵留川沿岸の斑漏

岩中 i亡怪胎ずる合=ツケル磁硫鉄鉱床も戦時中採掘に著手したが，終戦と同

時に中 1\二し，ついに鉱石を出すには至らたかった。との外，主として図縞東

南地域t'C ， 各所'.ifと見られる日高層群中の主上之の附近を楳鉱した制iが数多くあ

るが，すべて鉱石を発見するまでに至っていないようである。

以上の各鉱床は北海道の日高層群全体に共通して見られるもので，西南北

海道や東北北海道の鉱尿群とはいちじるしく異去る型式をもち，本道の中央

部脊梁地帯に沿う一つの鉱床区を構成しているo とれらはすべて日高造山運

動の火成活動に関連をもつものとみられているのである。

I 銅鉱床*

事舟橋三男，橋本誠二:日高帯の地質地圏研事報 No.6 (1 9ラ 1 年〉

舟橋三男: 合銅硫化犠鏡尿“猿留鍍山"地球科畢 No.5 (1 951 年〉
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本地域に沿いて銅鉱床として取上げられるものには，上士別村中島のパン・

ケ鉱山とベンケヌカナンプ川二股の上川鉱山とがある。

A パンケ鍍山

本鉱山は，かつて大正 4年頃に神恵鉱山と呼ばれ，藤田組の手によって稼ー

行され，露天掘りで採掘されたが，健かの鉱石を四坂島製錬所に送ったのみ

で，鉱石の賦存状態が悪くなり稼行を中止した。現在は藤田興業の鉱区とな

っている。

本鉱床は，ホルンフヱルス中に岩脈状に貫入した小規模左輝緑岩体を交代‘

して形成された合銅磁硫鉄鉱尿である。稼行当時判明した鉱床の賦存形態はF

ホルンフヱルスの走向傾斜に一致する細長い νンズ状で，長さ約 7Q米，幅約

10 米内外を示したが， 10 米程掘下げた所で急激に幅が縮少し 1 米内外のも

のにたったといわれているo 当時延長方向には，感.に探鉱をしたとゅうけれ

ども，ついに鉱床は発見出来なかったようであるo

露天掘の跡は現在では完全に埋没して，全く観察するととが出来ないので

鉱床の性質を明らかにするととは不可能で‘ある。ただその附近に露出する貧

鉱部の観察では，母岩は何れもいちじるしい苦ごと饗土交代作用を受けてゐり，

低度の変質を受けたものには輝縁岩の斜民石残品を見るが，大部分は殆ん E

残存構造を示さない。変質の度合により次のような鉱物組合せとなっている。

襲 l 補色角閃石一一黒雲母一一斜長石一一一磁硫織鏑一一銅

霊|穀長石一石英一黒雲母ー磁硫鍛錬ー銅
石英』一一カミシグトユ/角閃石一-j{[.閃石一一磁硫銭鍍一一銅

↓拓摺石一ーカミシグトシ角肉石一一翠斜輝石一一磁硫銭鎖一一方解石一一鋼一一

高調長石

鉱石は磁硫鉄鉱むよぴ黄銅鉱であり，明らかに磁硫鉄鉱の品出に遅れて寅

銅鉱が形成されている。磁硫鉄鉱は不規則た形で密集する。黄銅鉱の極集部

の間をぬって縞状または局部的た溜状を呈して集る傾向がある。

銅品位は可なりに達するものがあったようであるが，分析{直は知られてい

ない。また，鉱体の周囲には，磁硫鉄鉱の鉱化に遅れて特に石英のみ多量に

形成される部分が存店したようであるが，との石英部にみられる硫化物は寅
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銅鉱のみで， しかも，余り多量には密集していない。

前述の母岩にゐける苦土，禁土交代作用は本鉱尿の鉱化作用の党駆として

輝縁岩質岩脈に沿って行われ，さらに引続〈交代作用により磁硫鉄鉱ゐよぴ

黄銅鉱の富化が行われたものと考えられる。

B よ川績山

本鉱山はベンケヌカナンプ川二股に位置し，粘板岩中に挟まる輝縁凝灰岩

中に匹胎している合銅黄鉄鉱を採掘したものである。現在，二，三の坑道が残

っているが，完全に崩壊しズリの中にも鉱石らしいものが全く見当らす-.:，匂鉱

床を観察するととは不可能である。しかしながら附近には，輝縁凝灰岩ゐよ

び硬砂岩中に，広範に之立や粘土化が見られ，前述のパンケ鉱山と同じよう

に交代的危鉱化作用によるものと考えられるが，その形式は，むしろ下川鉱

山に類似した，黄鉄鉱を主体としたものである。との鉱，宋は規模が極めて小

さく，殆んど鉱石を搬出するに至らないで休止したもののようである。

n~ンガン鉱床

ベンケヌカナンプ川三股の左の沢より，南にわかれる支流には，日高層群

の桂質岩を交代した炭酸マンガン鉱が知られている。とれは参五位鉱山と呼

ばれ現在稼行中である。ベンケヌカナンプ川の最上流に位置するため，交通

は極めて不便で，奥士別より鉱山事務所に至る約 12粁の問は，まったく交通

機関がない。採掘現場はさらに1.5粁程上流である。発見当初は，との沢の

中に二酸化マンガンの鉱塊が多量存在し，最初は転石を採集して沿ったが，

後坑道を掘さくして稼行ずるにいたった。現在は小杉六郎氏によって経営さ

れているが，鉱尿の規模が小さなため不定期に稼行し，一定の産額を出すに

は至っていない。附近の日高層群は，走向はほぼ N300W で傾斜は約 65°SW

を示し，硬砂岩を主としているが，鉱体附近には，とれに輝縁凝灰岩本子よぴ

輝縁岩が介在している。また鉱床南部の沢の源流部は，断層によって新第三

系の砂岩，磯岩互層が日高層群に接する。

鉱床は，粘板岩を下盤とし，輝縁凝灰岩本示よぴ輝縁岩を上盤として，その
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問に存在する珪質岩を交代じで形成された炭酸マンガン鉱底である。かつて

は，との鉱体の上部の露天化による高品位の二酸化マンガン鉱を稼行してい

たが，現容ではとれは採掘しつ C し，認との下底の炭酸マンガン鉱を交える部

分を稼行している。現容の採掘現場に見られるものは，縞状に炭酸マシガン

鉱と酸化マンガン鉱とが入りまじったもので，一部には交代し;残した珪質部

が伴なbれているo

また，鉱庇中には.大小の多くの滑り商が観察されるが，との滑り面と，前

に述べた縞状の方向性とは，共に探鉱の際に注意しなければならぬものであ

る。

鉱石は，従来出鉱したものは一般に品位が良好で，平均 45%のマンガンを

含有している。

分析f直は次の通りである。

Mn 55-..40%

Si~ 15--8%

Fc 3--0.8%

確定紘量は 50，∞0 穏とされているがs 鉱床の延長等は不明で， 今後の探

鉱にまたれる。

阻石灰石

本地域の日高層群中には，輝緑凝灰岩と共に石灰石を介在するととが多い

が，その内の一つ，奥士別西南方の山地I'G位置するものは，鉱量，品位，採

掘条件等から充分採掘可能のものである。との岩体は本図幅調査と同時に土

居繁遥による石灰石調査が行われているので，詳細はその報告書にゆやるo

'本鉱床は，輝縁凝灰岩中に極めて不規則に拡がるもので奥士別市街地南西

方の 644.7 米三角点附近の山を形成し，第 1 鉱体と第 2 鉱体とにわけられる。

両者は極めて接近して存在し日高層群と同様の走向を示す。灰白色乃至暗灰

事土居繁雄: 天盟図上川郡士別附近の石炭石鍍尿北海道地下資源調査資料 No.3

(19ラ2 年〉
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色の石灰石を主とし，乳白色珪質石灰石，石灰質輝緑凝灰岩の部分も見られ

るが，後者は周辺部に限られるようである。

品質は周辺部の不良のものを除けば極めて良好な品質を示し，ー般に微晶

質で部分によって顕品質のものもある。分析結果からみて，炭酸石灰並びに

珪酸の含有量はあらゆる方面への利用の可能性を示しているo

鉱量は土居繁般によれば次の通りである。

鉱量: 可採鉱量

第 1 鉱体 8，360，000 躍

第 2 鉱体 6，000，000猶

計 14，360，000 璃

との鉱量は，今後の調査によって，さらに増大する可能性が充分にある。

採石ゐよぴ搬出条件は，各鉱体とも岩体北部が良好である。

参考文献

(1) 大平安: 天盟国上士別地方の地質及び岩石，地質畢雑誌、 第 36 巻〈昭和 4 年〉

(2) ー杉武治: 天盤図上川郡奥士別競山附近の地質立立に岩石，北大理地卒論 No.

174(昭和 21 年〉

(3)番場猛夫: 天盟図上川郡三菱新下川鍍山地質調査報文，北大理地卒論 No. 167

〈昭和 21 年〉

(4) 舟橋三男，橋本誠二 1 日高帯の地質地圏研事報 No.6 (昭和 26 年〉

σ〉舟橋三男: 合銅硫化鍛錬床猿留鍍山 地球科事 No.5 (昭和 26 年〉

(6) 土居繁雄: 天盤図上川郡士別附近の石友石鍍床，北海道地下資源調査資料 No.

3(昭和 27 年〉
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Resume

TheareaincludedinthissheetisinthenorthofASAHIKAWA and

issituatedonapartofanortherlycontinuationoftheHIDAKAzone.

Geology

Thegeological formations which develop in this quadrangle are,
accordingtotheirorderofsuccession, HIDAKAgroup, NeogeneTertiary

group, andQuaternarygroup.

TheHIDAKAgroup, abasalformationSeenin HOKKAIDO, has

thewidestdistributionintheareastrikinginanorth‘ south direction.It

showsseverefoldingsandfaultsandinsomeplacesshearzonesbywhich

d担tU 1:OO 臨es are- 配V舗led. On 総count ofitsnon- f，舗託 liferous- property,
thisgroupisdivided, accordingtoitslithologicalfeatures, intoan-, upper

graywackesandstonebedandalowerslateandsandstonebed.

引Ie latterbed_iscomposedofanalternationofblackish slate, shale

andsandstone.Hornfelsesandgneissesoccurinsomeplacesnearplutonic

intrusions.

Theuppergraywackesandstonebedconsistsmainlyofgraywacke

sandstoneintercalatedbylayersofschalstein, chert, 1imestoneandother

calcareousrock.

TheNeogenetertiary group, which unconformably covers the

mDAKAgroup, maybecorrelatedtotheKAWABATAseriesofthe

ISHIKARIcoalfieldinHOKKAIDO.ItisdividedintotheOKUSHIBETSU

formation, mainlyconsistingofsandstoneandmudstone, andtheNISAMA

formationintercalateabundantinpyroclasticmaterials.

IntheOKUSIHBETSUformation, itispossibletodi 丑erentiate alower

alternationofconglomeratesandsandstonesfromtheuppermudstonebed.

Thelowerconglomerateandsandstonebedconsistsofcoarsetomedium

sandstoneswhicharebluish-orgreenish-grayincolourandofbrecciated

conglomerate. ThewholeshowsevidenceofhavingaccumJatedinrough

shallowSeabottom. A fewmarinefossilsofsmallsizearefoundinthis

group, however, thedegreeofpreservationisnotveryg，∞ d.

Theuppermudstonegroupconsistsofdl:&rk-graymassivemudstone.

Nofossilshavebeendetectedinit.
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TheNJSAMAformationisconsideredtobetheupperlayerofthe

OKUSRIBET8U formation.Itconsistsmainly~f tuffaceousconglo;merate

-andpassesratherrapidlyfromdar.k-:-gray·conglomerate, to tu1fl:>reccia,
tocoarse 二grained sandstoneetc.Aconspicuousfeatureofthisconglomerate

istheoccurrenceofabundantgraniticandandesiticpebbles.

TheQuaternarygroupiscoveredloose sand, graveland clayin

卦'atter groundalongtheriversides.AsTalusandFansdominantlymask

theriverterraces, itisverydi 伍cult todistinguishtheDiluviumfrom

theAlluvium'bytopographicalfeatures.

Igneousrocksofthisareaareoftwotypes, namelyplutonicandvolcanic

rocks. The former are concomitant intrusion ofthe Dσlding of the

basement, perhapstheintrusivesoflate Cretaceous ,toearly Tertiary,
whiletheJatteraredatedasextrusionoflateNeogeneTertiarytoearly

Diluvium.Inasmuchasthisareaisthecenteroftheplutonicactivities

ofnorthHOKKAIDO, intrusivesfrombasictoacidicarefoundand

lithiccharacteristicsofvariouskindsarealsodiscernable.

DiabasieGabbroisexposedasacontinuousstripofnortherlytrending

rockmasswithitslongeraxisparalleltothestrikeoftheinvadedrocks,
alongthewesternridgeofNISAMAvillage.

Nearthewesterncontact, thereal!e'. fin• grained .diabasic ミ facies and

myloniticgabbro, whileinthecentralpartorneartheeasternbOrder

smaU'lenticularbodiesorpatchesofcoarse-grainedgabbroareob 舵rved. ｷIt

isveryinterestingtonotethatthecleavedandfoliatedthinslatybands

jnterlockeachwithcqntrasted 時時 s.

Olivinegabbroiscompose4M"whiteanorthositicfaciesandmaficｭ

accumullateddarktroctolitic fad 偽 Both showaregularalignmentin

subparallelplanesbywhichflowstructureisaccentuated.

Gabbro, whichintrusesratherconcordantlyinthefOrmofabelt-like

m錨s ontheeasternsideofthediabasic gabbro, consists ofdiabasic

gabbroicfacies, hornblendegabbroicfaciesandquartz'dioriticfacies.

Thequartzdioriticfaciesisconsideredtobeformedbyaremarkable

introductionofgraniticmaterialsintothegabbroichostinwhich, besides

hyperstheneandbasicplagi ∞lase ， kali-feldsparandquartzarescattered

throughtherock.

DioriteisintrusedinthevicinityofASARIvillageinarather

di 舵'drdant. form.Twodistincttypes:ofｷdiorite have 恥印. fO'Q.Ild, in the
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mass, 0泊e afine-grainedgabbroicdioriteandtheotheramediumto

∞arse quartzdioritepo 部品 ly derivedfromthe 畳間 t , by'granitizati6n.

Graniteisratherco~rs トgrained biotite'granitewith'abundantkaliｭ

feldsparandalessamountofmafic.Asitintrusesinthegabbro rna 随，

graniteiseon$ideredtobeamongstlatest:formed pIu 初Die ,'rooks ;Df, this
district.

Diabasedykeisobservedcommonlyinsheetform , surrou~ded by

schalstein.

HyperstheneAndesitedykespie 叩e theNeogeneTertiarygroupand

generallyhaveabasalticaspect.

Volcanicrocksaredividedintoa鋪~omerate ， OKETOlava,MUMEIｭ
YAMAlava, ITOIDAKElavaandOTOBEYAMAlavaaccordingto

theirdistributionandtheirfeatm 明. Allofthemareglassytwopyroxene

andesite.Thinlayeroftuffandagglomerateareatsomeplacesfound i江

主he lower'part.

Metemorphicrocksarehornfels, gneissandmeta-~andstone ， andare

~tt~red ]oca11yinthisarea.TheNISAMAhornfel 配s， whicharewide]y

distributedout-side , ofthisgeologicalmaparebiotite hornfels, garnetｭ

biotite.cordierite-biotite, garnet-cordierite-biotiteandandalu 弓ite-cordierite

hornfels.TheKAMISHIBETSUhornfelsandgneissconsistofcordieriteｭ

'biotitehornfels, finegrainedgneissandcoarse-grained'gneiss., A' discon ,..

tinuousrelationisobservedbetweenhornfelsandgneiss.

ECONOMICGEOLOGY

CopperoreswhichreplacethediabasedykeintheHIDAKAgroup

are , found , ascopper-bearingpyriteand'pyrrhotitedeposits.Theywere

oneeworkedintwo place~. IIoweverthescaleofthedepositsisvery

sinall.

OnlyonemanganeseminewhichiscaUedBANGOrmilleisnowbeing

workedafaｷpoint,where thesiliceousrocksoftheHIDAKAgroupis

replacedas T'hodochrositedeposit.Thoughthescaleofthedepositsi;:;

small, •thegradeoftheor陀e iscωomp 抑arativ 刊el砂Y higha叫t4必5%0 f，~一 .n

LimestonearefoundintheHIDAKA gro側up a倒悶s' irregular lens 旬cs~.
Amongthemonlyonelens 舵e isbigenough tωo work, itis a]~o ofgood

grade. Theworkablereserveisestimatedatover 14,360,000 tonsand

CaCOg contentis98%.
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第 2 図版説明

第 1 圃 日高層群中の破砕帯に見られる小規模な街上断層。

第 2 圃撤撹石斑糖岩の流理構造。

白色の部分が新鮮で・ほかは風化面である。

第 3 圃斑糖岩体に見られる滑り面。

1?方の白い部分は破砕変質を受けた部分である。
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第 3 図版説明

第 1 圃輝縁;岩O 登手r-t里岳北方。

x27, II エコル。

Pl··・斜長石， Py...輝石， Ch・..緑泥石， Ca'" 方解石

第 2 園輝緑岩質斑糖;岩。登和里岳南方。

x27, II ニコ yレO

Pl···斜長石， Py...輝石， Ch・..緑泥石。

第 3 圃撤慌石斑糖岩。柵留川下流。

x27, II ニコル。

PI..・斜長石， Py·..輝石， 0]·..撤慌石O

第 4 圃 トロクトライト。柵留川下流。

x27, II ニコル。

PI..・斜長石， 0]·..撤撹石， Ro··· 角閃石。
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第 4 図版説明

第 1 聞石英閃縁岩σ ベンケヌカナンプ 111 。

x27, II~コ JL- o

Q…石英 ， Pl·· ・斜長石， Bi··· 黒雲母， Hy·· ・紫蘇輝石。

第 2 圃 角閃石斑橋岩。ベンケヌカナンフ。 J II 。

x27, II ニコル。

PJ···斜長石， flo..· 角閃石

第 3 田 市m粒斑糖岩質閃縁岩。上士別付。

x27, 1/ ニコル。

pト・・斜長石， Ho..·角閃石， Hy·..紫蘇都行。

第 4 圃粗粒石英閃縁計o _卜~-+別付。

x27, /1 ニコ JL-'o

Q…石英， PI..· 斜長行， Hi..・黒雲母， Ho·..角閃石c
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第 5 図版説明

第 1 圃花崩岩。毛無川下流。

x27, +ニコル。

Q…石英， Or··・カリ長石， Pl··・斜長石， Bi..· 黒雲母。

第 2 圃紫蘇輝石安山活。天塩川上流。

x27, +ニコル。

Pl·· ・斜長石， Hy···紫蘇輝石， Gl···波璃。

第 3 圃 複師石安山居。乙部山南方。

x27, II ニコル。

Pl·.. 斜長石， fly..·紫蘇輝石。

第 4 圃複輝石安山岩。天塩川上流。

x27, II エコ Jし。

Pl···奈十長石， fly·.紫蘇輝石。
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fお 6 図版説明

第 1 園黒雲母ホ凡ンフヱルスO 柵留川。

x27, I; ニコル。

第 2 圃草青石ホルンフヱルスO 柵留J II 。

x27, +ニコル。

Co···革青石。

第 3 圃細粒片麻岩。上士別村中島。

x27, II ニコノ1. 0

Q…石英， PI..·斜長石， Bi···黒雲母。

第 4 圃粗粒片麻岩。上士別村中島。

x27, II;::.コル。

Q…石英， Pl·.. 斜長石， Bi··· 黒雲母。
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